
ワーキンググループ 3：咬合（スポーツの種類にも関
連）・調整における Clinical Question（CQ）
CQ①： 咬合接触面の形態はどのように付与すべきか？

※ 呼吸・発音機能に影響のない臼歯部咬合面形
態および前歯部口蓋側面形態とは？

CQ②： 前歯部の接触は付与すべきか？
CQ③： 臼歯部（咬合支持領域）はどこまで咬合させる

べきか？
CQ④： 下顎偏心位における平衡側の咬合接触は？
CQ⑤： 顎位はどのように考慮すべきか？  

※スポーツの種類による顎位に違いはあるか？
CQ⑥： スポーツの種類により咬合調整に違いはあるか？
CQ⑦： 小児期，不正咬合，矯正治療中，欠損歯列など

における咬合調整はどうすべきか？

A①： 咬合接触面の形態はどのように付与すべきか？  
※ 呼吸・発音機能に影響のない臼歯部咬合面形態
および前歯部口蓋側面形態とは？

・ 両側臼歯の均等な咬合接触を前提とした展開角の広い
形態にする。また口蓋側形態については呼吸・発音を
考慮した適切な形態（長さ）にする必要がある。
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Abstract：In this working group, occlusion of mouthguards in relation to various sports activities and occlusal 

adjustments were discussed.
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A②：前歯部の接触は付与すべきか？
・ 多方向（唇側・オトガイ部・側方外力）からの衝撃に
対する歯や下顎骨の外傷予防の観点から前歯部に咬合
接触を付与することが望ましい。

〈参考文献〉
・ Veríssimo, C., Bicalho, A. A., Soares, P. B., et al.：The 

effect of antagonist tooth contact on the biomechanical 
response of custom-f itted mouthguards, Dent. 
Traumatol., 33：57-63, 2017.

・ Suzuki, Y., Nakajima, K., Kawano, Y., et al.：Effect of 
clenching via mouth-guard and influence of mouth-
guard occlusal support area on lateral mandibular 
impact of skull model, Dentistry, 9：1-5, 2019.

・ Borges, A. L. S., Dal Piva, A. M. O., Concílio, L. R. d. S., 
et al. Mouthguard use ef fect on the biomechanical 
response of an ankylosed maxillary central incisor 
during a traumatic impact：A 3-dimensional finite 
element analysis, Life（Basel）, 10：294, 2020.

A③： 臼歯部（咬合支持領域）はどこまで咬合させるべ
きか？

・ 咬合接触面積の増加と外傷予防の観点から，第二大臼
歯まで咬合接触させることが望ましい。ただし，異物
感，嘔吐感，その他第二大臼歯まで咬合接触させるこ
とが困難な事情がある場合はそのかぎりではない。

〈参考文献〉
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ての検討，スポーツ歯誌，25：8-13, 2021.
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clenching via mouth-guard and influence of mouth-
guard occlusal support area on lateral mandibular 
impact of skull model, Dentistry, 9：1-5, 2019.

A④：下顎偏心位における平衡側の咬合接触は？
・ 科学的根拠となる論文は乏しいが，顎関節保護や外傷
予防効果の観点から下顎偏心位での作業側および平衡
側の咬合接触が望ましい。
〈参考文献〉
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altered occlusal guidance on condylar displacement 
during submaximal clenching, J. Oral Rehabil., 32：
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A⑤： 顎位はどのように考慮すべきか？  
※スポーツの種類による顎位に違いはあるか？

・ パフォーマンス，外傷予防の観点から臼歯部において
2～3 mmの咬合挙上量が望ましい。6 mmの咬合挙上
では顎関節が大きく変位するため，顎関節症を有する
場合は咬合挙上量に十分注意する必要がある。
〈参考文献〉
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Open Sport Exerc. Med., 6：e000886, 2020.
・ Maurer, C., Heller, S., Sure, J. J., et al.：Strength 

improvements through occlusal splints? The effects of 
dif ferent lower jaw positions on maximal isometric 
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types, PLoS One, 13：e0193540, 2018.
・ Maurer, C., Stief, F., Jonas, A., et al.：Influence of the 

lower jaw position on the running pattern, PLoS One, 
10：e0135712, 2015.
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・ 高橋　睦，坂東陽月，北岡克彦，ほか：咬合状態がエ
リートアスリートの姿勢制御と身体能力に与える影響
―女子ハンドボール選手を対象とした検討―，スポー
ツ歯誌， 24：18-25, 2020.
・ 船登雅彦，芳賀秀郷，蜂須　貢，ほか：デッドリフト
におけるパフォーマンスに対するカスタムメイドマウ
スガード装着の効果，スポーツ歯誌，24：57-66, 
2021.

・ Murakami, S., Maeda, Y., Ghanem, A., et al.：Influence 
of mouthguard on temporomandibular joint, Scand. J. 
Med. Sci. Sports, 18：591-595, 2008.

・ Ishigami, T., Takahashi, T., Kurokawa, K., et al.：
Ef fects of occlusal supopor ting area on dynamic 
posture against disturbance by electrical stimulation 
Int. J. Sports Dent., 9：7-18, 2016.

・ Nishino, M., Fukuda, K., Takeda, T., et al.：Effects of 
c l e n c h i n g  w i t h  m o u t h g u a r d  o n  s q u a t  j u m p 
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water polo players：A randomized crossover trial, 
Dent. Traumatol., 36：670-679, 2020.

A⑥： スポーツの種類により咬合調整に違いはあるか？
・ 各スポーツの競技特性ごとに異なり，症例報告にとど
まる。

・ さまざまなスポーツの症例報告としては存在するが，
科学的根拠は乏しい。

A⑦： 小児期，不正咬合，矯正治療中，欠損歯列などに
おける咬合調整はどうすべきか？

・症例ごとに異なっており，症例報告にとどまる。
・ 骨格性反対咬合，欠損歯列，上顎切除術による上顎無
歯顎などいずれも症例報告が挙げられるものの，科学
的根拠は乏しい。
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